
防災分野における地理空間情報の利活用推進のための
基盤整備に係るワーキンググループの活動報告

（説明資料）

防災分野における地理空間情報の利活用推進のための

基盤整備に係るワーキンググループ事務局

資料２－２



1

防災における地理空間情報の利活用の意義

○自然災害のリスク情報を分りやすく提供すること
が、効果的な予防対策や災害時の適切な避難行動
につながる。

○災害リスク情報を活用した潜在的なニーズも高い。
ex）損害保険、土地利用計画、不動産取引等

平常時

○関係機関が保有するリスクや被害状況
等に関する分りやすい情報を迅速に共
有することが求められる。

災害時

○災害に関する情報を地理空間情報として共有化することが必要。

○ＸＭＬを用いたデータ規格等を定め、様々な主体がデータを容易に活用できるように
することが必要。

342号：祭畤大橋（落橋）

避難所【栗駒地区】
滝ノ原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
１０名

花山浅布地区
３１世帯 ７６名
全員避難完了

沼倉耕英地区
115世帯 孤立者150名

全員避難完了

花山中村地区
２９世帯 ８０名
全員避難完了

避難所【栗駒地区】
文字「藍の館」 １１名

避難所【栗駒地区】
みちのく伝創館 ３１名

駒の湯温泉
行方不明 2名
現在捜索中…

駒ノ湯温泉の温泉施設
１階部分が土石流により埋没

（４人死亡、３人不明）
現在捜索中
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○データの前提条件や精度等の品質関連情報が明らかでないものも多く、データフォー
マットも様々であり、異なるデータを統合的に利用することが困難。

火山ハザードマップ
（富士山）

地震発生時の被害情報の共有イメージ
（岩手・宮城内陸地震）

浸水想定区域図
（荒川下流）

課題



防災分野における地理空間情報の利活用推進のための基盤整備
に係るワーキンググループ（防災ＷＧ）

～ 「災害リスク情報等の規格化
及び利活用推進」の具体化 ～

データの整備と利活用の促進に
必要な規格等の整備

～ 将来の姿 ～
作成した規格等を活用したデータ整備、

応用サービスの展開

意見交換の主なテーマ
～ 「災害リスク情報等の規格化及び利活用推進」に向けて ～

新たな取組みへ
向けて発展

その他のテーマ■ターゲットとすべき利活用方法
■データの規格
■データ管理のあり方等
■規格策定のための組織体制のあり方 等

＜ＷＧにおける意見交換の結果を踏まえ＞

■新たな利活用
■最新の技術動向

・
・
・
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防災分野における地理空間情報の利活用推進のための基盤整備に向けて、技術動向等
に関する情報共有を図るとともに、今後の取組みの方向性について意見交換を実施
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（平成21年３月27日現在）

活動のスコープ



災害リスク情報等の規格化及び利活用推進のイメージ

 

メタデータ

メタデータ

メタデータ

メタデータ

土砂災害リスク情報

火山災害リスク情報

地震災害リスク情報

風水害リスク情報
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リスク情報等 各機関が情報を
それぞれ管理

目的に応じて
情報を利活用

「ポータルサイト」を通じて
目的とする情報を検索・入手

ポータルサイト

メタデータ

インターネット

行政機関
研究機関

民間事業者

リスク情報等
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第１回防災WG（於：厚生労働省 講堂）

平成20年度の防災ＷＧの活動状況①

○平成20年10月16日の防災ＷＧ設置以降、ＷＧを３回開催し、災害リスク情報等の規格化
及び利活用推進に向けた意見交換を実施。あわせて、構成員用メーリングリスト・ウェ
ブサイトを通じて意見交換を実施。

第３回防災WG（於：内閣府 講堂）

約100名平成21年３月13日（金）第３回

約110名平成21年２月９日（月）第２回

約140名平成20年12月16日（水）第１回

参加者数開催日回



○規格化の対象とする情報等を明らかにするため、「規格化された情報を、いつ、誰が、何
を目的として、どのような手段で利活用するか」といった利活用方法に関する具体的なア
イデアの提案を依頼した。

○提案していただいた48件の具体的なアイデアについて、利用時期や利用目的等の類似性に
基づき分類し、ターゲットとする利活用像（ユースケース）の素案を提示した。
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○国内外の既存のデータ仕様を基に検討を進める方針を示した。

○基礎的な情報として、
・アメリカ連邦緊急事態管理庁（FEMA）のデジタル洪水保険料率地図（Digital Flood
Insurance Rate Map：DFIRM）のデータ項目

・洪水分野での関連する日米欧の情報規格
を整理した。

○リスク評価を行うための基礎となる情報については、当面、規格化の対象とする情報には
含めないという方針を示した。

平成20年度の防災ＷＧの活動状況②

○平成21年度以降は、メタデータ等の規格を定めるための部会とポータルサイトの仕様等を
検討するための部会を設けて、具体的な検討作業を行う方針を提示した。

○また、新たに設ける予定の部会に参加し、作業に協力していただくことのできる方の募集
を行ない、31名の方に応募していただいた。

ターゲットとすべき利活用方法

データの規格

規格策定のための組織体制のあり方
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「ターゲットとする利活用像（ユースケース）」（素案）

災害リスク情報提供基盤

閲覧
View

登録･検索
Discovery

ｻｰﾋﾞｽ
呼出し
Invoke

配信
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
Download

Ⅰ 閲覧・ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
・指定した条件に合致

した災害ﾘｽｸ情報を
簡単に検索し閲覧・
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

Ⅱ 応用ｻｰﾋﾞｽ提供
・指定した条件に合致

した災害ﾘｽｸ情報を
ｲﾝﾌﾟｯﾄとした応用情
報を算出･検索して
提供

・予めﾄﾘｶﾞｰとなる条
件を指定しておくと
その条件に合致した
状況となった際に警
報情報等が送られて
くる

・指定した条件に合致
した災害の時系列的
な様相変化に関する
情報を動画等で提供

Ⅲ GIS掲示板ｻｰﾋﾞ
ｽの提供

・情報を電子掲示板の
ように登録して利用
者間で共有

・位置情報の入力ｲﾝﾀ
ｰﾌｪｰｽをGPS付機器か
らの自動入力、電子
地図画面からの入力
等用意

Ⅳ 多様な媒体での
情報提供

携帯電話
ﾜﾝｾｸﾞ･PDA

地ﾃﾞｼﾞ
・ﾗｼﾞｵ

・場所を措定すると、その場所での災
害履歴、地震被害想定、浸水ｼﾐｭﾚｰｼ
ｮﾝ結果等の情報が地図で表示される

・災害ﾘｽｸ情報をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし研究に使用

・冠水による車両水没の危険性が高い
ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ道路情報をｶｰﾅﾋﾞに配信

・地ﾃﾞｼﾞTVやﾜﾝｾｸﾞに地域毎の警報等を
配信

Ⅳ 多様な媒体での情報提供

Ⅰ 閲覧・ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

リクエスト、条件指定

ﾒﾀ
DB

個別ｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｰﾀ

各種応用
ｻｰﾋﾞｽ

研究
機関

自治体

大学

NPO
等

企業

ﾒﾃﾞｨｱ

国

システム利用者

利用シナリオ(例)

ｶｰﾅﾋﾞ Ⅲ「GIS掲示板」ｻｰﾋﾞｽの提供

・避難施設間で避難施設での収容者数
等の状況を随時登録・共有し、変化
する状況に合わせて避難誘導

・被災現場（住民や企業も含む）から
提供される被災情報を位置･時刻と共
に登録し、被災状況の把握に活用

Ⅱ 応用ｻｰﾋﾞｽ提供

・気象情報をﾄﾘｶﾞｰとして、危険な区域に
いる人の電話・携帯に、取るべき対応
をｱｼｽﾄする情報を送付。平屋、高層ﾋﾞﾙ
等の居住形態によって情報をｶｽﾀﾏｲｽﾞ

・築年、構造等の要件をｲﾝﾌﾟｯﾄすると、
その場所の地盤のゆれやすさ、延焼危
険度、浸水ﾘｽｸ等の情報を組み合わせ
て、総合的な危険度評価情報が与えら
れる（保険・不動産分野等で活用）

・決壊場所，浸水区域，到達時間等を
ｱﾆﾒｰｼｮﾝで表示

＊以下で「災害ﾘｽｸ情報」とは、ﾘｽｸそのものの情報だけではなくﾘｽｸを評価する上で用いる情報も含んだ概念とする。すなわち、
①ハザード･リスクの評価情報に加え、 ②災害記録情報、 ③被害予測・解析情報、④人口・資産・建築物等脆弱性関連情報、
⑤避難所･病院等の災害時拠点施設情報等も含んだものとして考える。

ﾊﾟｿｺﾝ

デ
ー
タ
変
換

視聴覚
障害者
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機器
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デジタル洪水保険料率地図（DFIRM）を構成するデータ項目のうち
「自然災害リスク情報」に位置づけられるデータの詳細（属性項目）

第２回防災WG
資料３－１ p.6

DFIRMにおける「自然災害リスク情報」
S_F d_Haz_Ar

S_F d_Haz_Ln
S_F d_Haz_Ar

S_F d_Haz_Ar

FLD_ZONE 1

FLOODWAY

SFHA_TF 100 1

STATIC_BFE 100 1

V_DATUM

DEPTH A0

LEN_UNIT

VELOCITY

VEL_UNIT

AR_REVERT

BFE_REVERT

DEP_REVERT

SOURCE_CIT

HYDRO_ID ID

CST_MDL_ID ID

LN_TYP

＜形状データ＞
洪水発生危険度の面データ

＜形状データ＞
洪水発生危険度の境界線データ

FLD_AR_ID ID

FLD_LN_ID ID
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データ規格の検討を行うに際しての基礎となるマッピング図（案）（洪水関連）
第２回防災WG
資料３－２



9

Ｈ21年度 活動体制（案） ＜組織構成＞
第３回防災WG
資料１－３ p.4

【メンバ】 防災WG構成員

【タスク】・意見・アイデアの提供

・情報の交換・共有

【メンバ】・構成員（10名程度）、事務局

【タスク】・システムアーキテクチャの検討

・標準I/Fの検討および利活用場面からの要求事項を

基にプロトタイプシステムの仕様検討

・システムの検証方法や課題の検討

【メンバ】・構成員（10名程度）、事務局

【タスク】・既存規格、基準、仕様類の規定内容や利活用場面か

らの要求事項を踏まえ、相互利用可能なデータ仕様

およびメタデータ仕様の検討

・プロトタイプ検証用のデータ作成
防災WG

システム化部会

データ標準化部会

案についての意見照会

ニーズ・シーズに関する
情報提供、検討への参画

その他（必要に応じ）

この部分の効果的な構成や検討
ルールについて意見を頂きたい

・利活用面での検討その
他の検討を必要に応じ
実施

【メンバ】 防災WG構成員

【タスク】・意見・アイデアの提供

・情報の交換・共有

【メンバ】・構成員（10名程度）、事務局

【タスク】・システムアーキテクチャの検討

・標準I/Fの検討および利活用場面からの要求事項を

基にプロトタイプシステムの仕様検討

・システムの検証方法や課題の検討

【メンバ】・構成員（10名程度）、事務局

【タスク】・既存規格、基準、仕様類の規定内容や利活用場面か

らの要求事項を踏まえ、相互利用可能なデータ仕様

およびメタデータ仕様の検討

・プロトタイプ検証用のデータ作成
防災WG

システム化部会

データ標準化部会

案についての意見照会

ニーズ・シーズに関する
情報提供、検討への参画

その他（必要に応じ）

この部分の効果的な構成や検討
ルールについて意見を頂きたい

・利活用面での検討その
他の検討を必要に応じ
実施


